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 夏　　　太陽と仲良く付き合おう

太陽光は無謀備に浴びることはよくありませんが健康を維持する為に

かわら版欠かせません。熱中症に気を付けて上手に付き合いましょう。
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問題 下の問題2問と写真の答えの全問正解者、

わたしはだぁ～れ？？？
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奨励

先着5名様に〇ッ〇カードプレゼント

みなさ～ん、年に1度、歯の健診に行きましょう。

歯の健康は生活習慣の予防にも関係
歯の健康は体の健康につながる

歯の健康は生活習慣の予防にも関係

でも　忙しくてなかなか行けない

バランス良い食事を摂るには歯の健康が大切

歯の健康は生活習慣の予防にも関係
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塩分のとり方正しい

合格点の方は残念ながら1名です。なので

日本人の実際の塩分摂取量は、平均13ｇです。
健康な人であれば塩分量をグラム数までこだわって
日本人の実際の塩分摂取量は、平均13ｇです。

減らす必要はありません。
健康な人であれば塩分量をグラム数までこだわって
日本人の実際の塩分摂取量は、平均13ｇです。

外食を減らす。

減らす必要はありません。
健康な人であれば塩分量をグラム数までこだわって
日本人の実際の塩分摂取量は、平均13ｇです。

料理を薄味にする。

外食を減らす。

減らす必要はありません。
健康な人であれば塩分量をグラム数までこだわって
日本人の実際の塩分摂取量は、平均13ｇです。

食材をバランスよく、おいしく食べ、上手に塩を
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取り入れることが一番大切なこととなります。
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今回のチェックはかなり厳しい項目となりました。

合格点の方は残念ながら1名です。なので

お塩のとりかたチェックの結果発表

目のストレッチ

1 左右交互にリズミカルにウインク：10～20回
2 同様に少しスピードを速めて：10～20回
3 今度はふわっとゆっくり柔らかく：10～20回
4 最後は意識的にギュッと強めに：10～20回
5 仕上げに両目をギュッと閉じてパッと開く：3回

ここがポイント！

ウインクをすると目の周りがほぐれ、適度な刺激で
涙がゆきわたって目がスッキリとしてきます。
できる範囲のリズムで、無理をせず行ないましょう。

※答えは赤池まで何らかの方法で連絡してください。

会社から社員の皆さんへ歯の健康に気づく機会を提供とフォロー


